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海
岸
漂
着
物

（
大
砂
、
水
床
湾
、
那
佐
湾
）

第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

手倉海水浴場トイレ

水床湾

大砂海水浴場

那佐海岸

台 風 1 1 号 被 害

手
倉
海
水
浴
場
の
ト
イ

レ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
に

大
量
の
砂
及
び
漂
着
物
が
入

り
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
清
掃
と
今
後
の
対
策

に
防
波
扉
を
設
置
す
る
費
用

で
す
。

大
砂
海
水
浴
場
、
水
床
湾
及
び
那

佐
湾
に
漂
着
し
た
流
木
な
ど
の

海
岸
漂
着
物
の
撤
去
費
用
、
県
補
助
金

３
３
７
万
円
、
町
費
61
万
円
で
す
。

３
９
８
万
円

手倉海水浴場トイレの
防波扉 135万円
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第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

宍喰八幡神社避難路

台 風 1 1 号 被 害
295万円

相
川
の
町
道
２
路
線
を
修
復
し
ま
す
。

台
風
に
よ
る
暴
風
に
よ

り
、
神
社
を
迂
回
す

る
避
難
路
周
辺
の
樹
木
の
う

ち
、
神
社
右
側
の
大
木
が
寄

り
か
か
り
、
早
急
に
取
り
除

く
も
の
で
す
。

宍喰八幡神社　倒木除去

町
道
の
改
修

町
道
村
山
線　
　

　
復
旧
延
長　
６
ｍ

町
道
穴
瀬
谷
線

　
復
旧
延
長　
１
０
０
ｍ

５
５
０
万
円

 

４
１
０
０
万
円
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野
江
・
浅
川
町
民

体
育
館
、
海
部
庁

舎
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

海
部
庁
舎
に
設
置
さ
れ
る
持
ち
運
び
用

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
行
事
等
あ
れ
ば
貸
し

出
し
を
す
る
予
定
で
す
。 

　
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
血
液

が
流
せ
な
く
な
っ
た
時
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療

機
器
で
す
。）

第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

宍喰庁舎車庫宍喰町民センター調理室

移動式 AED

宍
喰
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
の
う
ち
、
新
庁

舎
南
側
に
あ
る
現
在
の
車
庫
を
撤
去
し
、

新
た
に
、
旧
庁
舎
や
イ
ベ
ン
ト
車
庫
内
に
あ
る
書

類
・
物
品
、
そ
し
て
消
防
車
を
収
納
で
き
る
建
物

を
新
築
し
ま
す
。

　

構
造
・
規
模
：
鉄
骨
造
２
階
建
て

　

延
床
面
積
：
５
０
２
・
６
㎡

災
害
時
の
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

町
民
セ
ン
タ
ー
に
は
、
２
階
に
調
理
室

が
あ
り
ま
す
が
、
機
器
等
の
老
朽
化
が
進
み
、
十

分
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、災
害
時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

主
に
調
理
室
の
厨
房
機
器
等
の
機
能
回
復
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

宍
喰
庁
舎
車
庫
兼

倉
庫
新
築

宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー

調
理
室
等
機
能
改
修

 

５
５
０
０
万
円

庁舎が快適に

助かる命を救いたい

 
６
８
９
万
円

 

81
万
円
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第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

宍
喰
漁
協

製
氷
機
改
修

野
江
町
民

体
育
館
前

駐
車
場
舗
装

竹ヶ島漁港 災害用毛布

宍喰漁港製氷機野江町民体育館駐車場舗装工事

町
管
理
竹
ヶ
島
漁
港
の
照

明
灯
12
基
を
、
水
銀
灯

か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
替
え
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
30
年
ま

で
の
５
ヶ
年
で
、
役

場
庁
舎
、
体
育
館
、
学
校
等

の
避
難
所
用
毛
布
を
全
体
で

１
８
０
０
枚
予
定
。 

そ
の
今
年

度
の
分
の
購
入
費
で
す
。 

従
来
の
カ
ー
ド
式
か
ら

コ
イ
ン
式
に
変
更
と

な
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
し
ま
す
。

旧
海
部
西
小
学
校
の
体

育
館
南
側
・
東
側
の

駐
車
場
（
面
積
約
１
１
０
０

㎡
）
を
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
し
ま
す
。

２
０
０
万
円

２
０
０
万
円

省エネ効果期待 災害に備えます

利用が簡単に駐車が安全に

３
９
８
万
円

５
６
５
万
円

竹
ヶ
島
漁
港
照
明
灯
取
替

災
害
対
策
に
毛
布
準
備
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第
３
回
定
例
会
・
議
会
の
う
ご
き

７
日　

第
４
回
臨
時
会

７
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
日　

海
陽
町
関
西
ふ
る
さ
と
会
（
大
阪
市
）

21
日　

一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
総
会
（
高
知
県
田
野
町
）

21
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

22
日　

徳
島
県
議
長
会
議
員
研
修
会
（
美
波
町
）

31
日　

徳
島
県
議
長
会
定
例
会
（
徳
島
市
）

17
日　

徳
島
県
南
部
地
区
四
国
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
総
会
（
阿
南
市
）

19
日　

四
国
横
断
線
国
道
１
９
３
号
改
良
促
進
期
成
同
盟

理
事
会
・
総
会
（
徳
島
市
）

28
日　

議
会
広
報
紙
作
成
講
座 （
徳
島
市
）

31
日　

終
戦
70
周
年
記
念
徳
島
県
戦
没
者
追
悼
式
（
徳
島
市
）

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

１
日　

議
会
全
員
協
議
会

７
日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

10
日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

14
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

28
日　

四
国
４
県
町
村
長
・
議
長
大
会

議
会
の
う
ご
き
７
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で

７　
月

８　
月

９　
月

歳　出 ９月補正 補正後 構成比率
議 会 費 0 7,836万円 1.0
総 務 費 6,408万8千円 9億134万3千円 12.0
民 生 費 481万7千円 18億4,605万2千円 24.5
衛 生 費 132万5千円 7億3,271万8千円 9.8
農 林 水 産 業 費 3,747万8千円 4億4,391万4千円 5.9
商 工 費 3,292万3千円 1億8,677万1千円 2.5
土 木 費 3億136万円 8億9,711万8千円 11.9
消 防 費 599万5千円 4億7,404万8千円 6.3
教 育 費 3,048万8千円 6億477万5千円 8.1
災 害 復 旧 費 6,245万円 1億7,289万3千円 2.3
公 債 費 1億141万8千円 9億6,495万円 12.8
諸 支 出 金 2億円 2億459万5千円 2.7
予 備 費 0 1,207万1千円 0.2
合 計 8億4,234万2千円 75億1,960万8千円 100.0

歳　入 ９月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億4,058万7千円 8.5
地 方 譲 与 税 0 5,780万円 0.8
利 子 割 交 付 金 0 100万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 480万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 510万円 0.1
地方消費税交付金 0 1億2,070万円 1.6
自動車取得税交付金 0 460万円 0.1
地方特例交付金 0 120万円 0.0
地 方 交 付 税 1億9,632万7千円 40億4,172万8千円 53.7
交通安全対策特別交付金 0 120万円 0.0
分 担 金 · 負 担金 225万円 8,915万4千円 1.2
使 用 料 · 手 数料 0 5,081万3千円 0.7
国 庫 支 出 金 4,532万8千円 4億3,655万円 5.8
県 支 出 金 5,830万3千円 5億4,544万5千円 7.2
財 産 収 入 0 4,467万9千円 0.6
寄 附 金 0 70万円 0.0
繰 入 金 1億9,990万円 4億5,683万円 6.1
繰 越 金 8,557万8千円 1.1
諸 収 入 1億3,543万4千円 2億224万4千円 2.7
町 債 2億480万円 7億2,890万円 9.7
合 計 8億4,234万2千円 75億1,960万8千円 100.0

９月補正予算後の
歳入歳出予算 第

３
回
定
例
会

　

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
７
日
開
会
、

町
長
よ
り
次
の
10
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
10
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 
■

承
認
関
係

・
専
決
処
分
の
承
認

　
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

	

７
９
８
万
円
⬅

　
　

平
成
27
年
度
上
水
道
事
業
補
正
予
算
（
第
２
号
）

	

80
万
円
⬅

台
風
災
害
復
旧
費
等　

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

条
例
関
係

・
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例	

・
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

	

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

・
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

・
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

予
算
関
係

	

・
決
算
の
認
定
に
つ
い
て	

・
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）		


	

８
億
４
２
３
４
万
円
⬅

・
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）		

	

２
６
７
６
万
円
⬅

・
平
成
27
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）	

40
万
円
⬅
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海
陽
中
学
校
に
校
区
を
変
更

し
て
就
学
し
て
お
り
、
必
然

的
に
生
徒
数
の
減
少
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
校
区
変
更
に

関
す
る
規
定
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　

本
町
は
学
校
の
指
定
校
を

定
め
て
い
る
。
指
定
校
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
生

徒
減
少
に
至
る
状
況
や
部
活

動
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
、
部
活
動
に

よ
る
指
定
校
の
変
更
は
で
き

な
い
形
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
校
区
を
変
更
す
る
生
徒

達
も
、
本
当
は
地
元
で
小
学

校
か
ら
の
仲
間
と
学
び
た
い

思
い
は
強
い
は
ず
で
あ
る
。

生
徒
減
少
の
要
因
で
も
あ
る

部
活
動
を
理
由
と
す
る
校
区

変
更
の
規
定
を
見
直
し
、
校

区
は
変
更
し
な
く
て
も
部
活

動
の
時
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

出
す
な
ど
の
柔
軟
な
対
応
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
教
育
長

　

そ
う
い
う
よ

う
な
視
野
は
私

達
も
持
っ
て
い

る
。
宍
喰
中
学

校
の
部
活
動
が

上
手
く
進
ん
で

い
く
体
制
に
向

け
、
今
後
も
努

力
し
て
い
く
。

　
　
本
町
の
中
学
校
２
校
の

う
ち
、
宍
喰
中
学
校
に
つ
い
て

は
少
子
化
の
影
響
を
ま
と
も

に
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

特
に
部
活
動
に
関
し
て
は
種

目
に
よ
っ
て
は
部
員
不
足
に

よ
り
、
他
町
の
中
学
校
と
合

同
チ
ー
ム
を
組
ん
で
し
か
試

合
に
参
加
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
岡
田
教
育
長

　

部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
町
、
郡
の
校
長
会
・
教

育
長
会
、
県
の
中
体
連
と
も
連

携
を
図
り
、
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
地
域
住
民
の
方
も

含
め
て
、
総
合
的
に
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
近
年
の
ス
ポ
ー
ツ
の
多

様
化
に
よ
り
、
宍
喰
中
学
校

に
は
な
い
部
活
動
を
選
択
す

る
生
徒
が
少
し
ず
つ
増
え
、

残
高
か
ら
考
え
て
、
あ
と

数
年
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
今

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
町
長

　

阿
佐
東
線
の
存
続
・
運

営
に
つ
い
て
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
一
方
、

阿
佐
海
岸
鉄
道（
株
）
は
、

一
所
懸
命
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
乗
客
数
も
こ
こ

４
年
増
え
て
い
る
。
今
は

存
続
し
て
い
く
気
持
ち
で

あ
る
。

　
　
存
続
に
向
け
て
は
本

町
一
町
だ
け
で
は
で
き
な

い
。
近
隣
の
自
治
体
や
高

知
県
な
ど
、
関
係
機
関
の

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

実
際
に
阿
佐

東
線
が
通
っ
て

い
な
い
、
ま
た

住
民
の
恩
恵
が

な
い
市
町
村
に

対
し
て
も
十
分

お
願
い
し
て
い

く
必
要
が
あ

る
。
関
係
自
治

体
と
十
分
協
議

し
、
理
解
を
得

て
、
存
続
に
向

け
て
話
し
合
い

を
続
け
て
い

く
。

て
い
る
。
本
町
の
海
部
川

水
系
、
そ
し
て
、
宍
喰
川

水
系
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　
　
片
田
危
機
管
理
課
長

　

雨
量
の
予
報
に
よ
り
、

事
前
の
体
制
と
し
て
情
報

共
有
や
体
制
の
準
備
、
直

前
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

職
員
参
集
動
員
計
画
で
対

応
し
て
い
る
。
避
難
勧
告

等
の
判
断
基
準
に
つ
い
て

も
、
関
係
機
関
と
情
報
を

共
有
し
、
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
豪
雨
に
よ
る

洪
水
や
浸
水
被
害
等
を
検

証
し
、
今
後
、
防
災
会
議

等
で
見
直
し
す
る
事
項
も

あ
る
と
思
う
が
、ど
う
か
。

　
　
危
機
管
理
課
長

　

現
在
、
地
域
防
災
計
画

の
全
面
的
な
見
直
し
の
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

前
段
で
防
災
会
議
を
開
催

す
る
が
、
そ
の
中
で
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

一

般

質

問

一

般

質

問

タイムラインの策定は

〈危機管理課長〉 防災会議で検討する

　
　

昨
年
各
地
で
、
ま
た
、

本
町
で
も
豪
雨
に
よ
り
浸
水

被
害
を
受
け
た
。
ま
さ
に
水

災
害
等
の
震
災
に
向
け
た
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
元
年
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
国
で

は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定

す
る
自
治
体
の
動
き
が
増
え

　
　
県
南
地
域
の
活
性
化
な

ど
を
目
的
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て

６
年
が
経
過
す
る
。
新
町
政

に
な
り
、
こ
の
事
業
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
前
田
町
長

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
自
体
が
観
光
資
源

に
も
な
り
、
観
光
振
興
や
地

域
活
性
化
、
ま
た
生
活
路
線

と
し
て
の
効
果
も
期
待
で
き

る
。
他
地
域
に
先
駆
け
て
整

備
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
ま
で
の
期

間
は
不
確
定
で
あ
る
が
、
ま

ず
開
業
以
来
赤
字
が
続
い
て

い
る
阿
佐
東
線
の
存
続
が
不

可
欠
で
あ
る
。
現
在
の
基
金

小
山
　
　
慎
　 

議
員

〈町長〉 他地域に先駆けて
整備等を図っていきたい

〈教育長〉 上手く進んでいく
体制に向け努力していく

問

問

問問

問

問問

問

答 答

答 答

答

答 DMV導入に向けた
考えは

答

答

男女とも少ない部員のバスケットボール部
（宍喰中学校）

宍喰中学校の部活動が
成り立っていない
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中
学
校
に
入
り
た
い

部
活
動
が
な
い
た
め
、
校

区
外
の
学
校
に
通
っ
て
い

る
生
徒
は
何
人
い
る
の

か
。

　
　
教
育
長

　

現
在
、
海
陽
中
学
校
に

三
人
、
宍
喰
中
学
校
の
校

区
か
ら
来
て
い
る
。

　
　
総
体
な
ど
の
中
学
校

体
育
連
盟
主
催
の
大
会

は
、
学
校
教
育
と
し
て
重

要
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て

が
、
海
陽
町
は
、
水
泳
な
ど

の
個
人
競
技
で
あ
っ
て
も
、

部
が
な
い
の
で
総
体
に
出
場

で
き
な
い
。
日
本
国
憲
法
で

は
、
等
し
く
教
育
を
受
け
る

権
利
を
有
し
て
い
る
。
世
間

一
般
に
認
め
ら
れ
た
中
体
連

の
競
技
だ
け
は
、
校
区
外
に

転
校
し
な
く
て
も
当
た
り
前

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
部

活
動
の
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的

に
見
直
し
て
欲
し
い
が
ど
う

か
。

　
　
教
育
長

　

私
も
同
じ
思
い
で
あ
る
。

前
向
き
に
努
力
し
、
で
き
る

だ
け
子
ど
も
達
が
い
ろ
ん
な

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
き
た
い
。

　
　
最
低
で
も
中
体
連
登
録

の
21
種
目
に
つ
い
て
出
場
可

能
な
も
の
は
認
め
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
が
、
す
ぐ
取

り
か
か
っ
て
い
た
だ
け
る

の
か
。

　
　
教
育
長

　

現
在
も
調
整
を
進
め
て

い
る
。
海
陽
町
の
二
中
学

校
の
校
長
、
郡
の
教
育
長

会
、
県
の
教
育
長
会
で
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
実
際
、
海
陽
町
で
で

き
る
こ
と
、
判
断
で
き
る

こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
と
手

は
ず
を
進
め
て
い
る
。
随

時
報
告
さ
せ
て
欲
し
い
。

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

検
討
、設
立
を
目
指
す
の
か
。

ま
た
海
部
で
は
、
い
つ
実
施

す
る
の
か
。

　
　
岡
田
教
育
長　

　

十
分
準
備
が
で
き
な
い
ま

ま
進
む
と
事
故
、
事
件
、
そ

の
他
、
子
ど
も
達
の
成
長
に

支
障
を
き
た
す
よ
う
な
こ
と

も
出
て
く
る
か
と
思
う
。
い

つ
か
ら
と
は
言
え
な
い
。

　
　
昨
年
度
の
子
ど
も
館
の

決
算
、
宍
喰
、
海
南
の
放

課
後
子
ど
も
教
室
に
各
約

４
０
０
万
円
の
予
算
が
使
わ

れ
て
い
る
。
同
じ
海
陽
町
の

小
学
校
で
、
児
童
の
放
課

後
の
教
育
に
、
か
た
や
約

４
０
０
万
円
、か
た
や
０
円
。

教
育
基
本
法
第
４
章
に
「
全

て
国
民
は
等
し
く
教
育
を
受

け
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
教
育
上
差
別
さ
れ

な
い
」
と
あ
る
。
海
部
小
学

　
　
今
、
宍
喰
小
学
校
、
海

南
小
学
校
で
は
放
課
後
子
ど

も
教
室
が
開
設
さ
れ
て
お

り
、海
部
小
学
校
だ
け
無
い
。

　
海
陽
町
の
教
育
振
興
基
本

計
画
の
65
ペ
ー
ジ
に
、「
海

南
小
学
校
の
次
は
、
海
部
小

学
校
校
区
で
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
開
設
を
考
え
て
い

ま
す
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
、
開
設
す
る
の
か
。

　
　
池
内
教
育
次
長

　

保
護
者
会
を
持
つ
予
定

で
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
さ

せ
て
欲
し
い
。

　
　
海
陽
町
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
第
６
章
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

海
南・宍
喰
校
区
で
は
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

検
討
、
設
立
を
目
指
す
」。

そ
し
て
、
海
部
校
区
で
は

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
、
子
ど

も
達
が
放
課
後
を
安
全
に
過

ご
せ
る
場
を
確
保
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
教
育
長

も
こ
の
計
画
を
つ
く
る
委
員

と
し
て
出
席
し
て
い
る
。
海

南
、
宍
喰
で
は
い
つ
か
ら
放

海部小だけ「放課後子ども教室」が無い

〈教育長〉 全校区につくっていきたい

放課後こども教室（海南こども館）

答

答

答

答

答

問問

問

一

般

質

問

校
の
児
童
は
教
育
上
差
別
さ

れ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、

教
育
基
本
法
の
第
五
条
に

「
地
方
公
共
団
体
は
義
務
教

育
の
機
会
を
保
障
し
、
そ
の

水
準
を
確
保
す
る
責
任
を
負

う
」
と
あ
る
。
同
じ
行
政
区

内
に
お
い
て
教
育
の
水
準
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
教
育
長

　

早
く
不
平
等
な
状
況
を
回

避
し
た
い
。
海
南
、
宍
喰
と

同
じ
ス
タ
ン
ス
に
と
い
う
こ

と
を
強
く
思
っ
て
い
る
。
意

図
し
て
、
私
達
は
放
課
後
子

ど
も
教
室
を
全
校
区
に
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
海

部
小
学
校
の
保
護
者
達
と
の

相
談
会
を
持
た
せ
て
も
ら

い
、
進
め
て
い
き
た
い
。

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

〈教育長〉 
現在も調整を進めている

校区内で部活動が
できるように

問 問

問

お
り
、
陸
上
、
水
泳
、
野

球
、
バ
レ
ー
、
剣
道
、
相

撲
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
団
体
競
技

か
ら
個
人
競
技
ま
で
21
も

の
種
目
が
あ
る
。
他
町
で

は
、
個
人
競
技
は
部
が
な

く
て
も
認
め
て
い
る
と
こ

ろ
が
結
構
あ
る
み
た
い
だ

部員２人のバレーボール部（宍喰中学校）
答
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委

員

長

報

告

　

条
例
関
係
の
４
件
に
つ
い

て
は
、
阿
南
市
及
び
そ
の
周

辺
自
治
体
と
の
定
住
自
立

圏
構
想
の
協
定
締
結
に
は

１
５
０
０
万
円
の
特
例
交
付

税
措
置
が
な
さ
れ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
は
、
１
件
に
つ
き

８
０
０
円
、
個
人
カ
ー
ド
は

５
０
０
円
の
手
数
料
を
徴
収

す
る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
総

額
に
、
８
億
４
２
３
４
万

円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

75
億
１
９
６
０
万
円
と
す
る

も
の
。

　

抜
粋
す
る
と
、
宍
喰
新
庁

舎
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）
の
車

庫
兼
倉
庫
整
備
費
。
空
き
家

69
軒
分
の
耐
震
や
改
修
調
査

費
。
地
域
園
芸
産
地
創
造
モ

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

戸
田　

眞
理
子

　

９
月
７
日
開
会
。

　

上
程
10
議
案
の
う
ち
、
所

管
す
る
８
議
案
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
た
。

　

平
成
26
年
度
の
決
算
に
つ

い
て
。
普
通
会
計
の
総
額

は
歳
入
83
億
８
９
４
８
万

円
、
歳
出
80
億
２
６
３
８
万

円
。
実
質
収
支
額
は
２
億 

８
８
０
４
万
円
で
あ
る
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

16
会
計
す
べ
て
黒
字
決
算
と

な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
額
は
と
の
質
問
に

は
、
約
７
億
３
０
０
０
万
円

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
は
、
本
年
７
月
の
11
号
台

風
時
に
、
緊
急
対
応
と
し
て

要
し
た
費
用
７
９
８
万
円
等

の
補
正
予
算
。

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
２
常
任
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
９
月
８
日
、
９
日
に
開
催
さ
れ
た

各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

デ
ル
事
業
費
。
地
籍
調
査
の

追
加
予
算
。
台
風
災
害
に
よ

イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
へ

マ

し
出
し
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入

貸
「まぜのおか」管理棟が生まれ変わります

いつまでもお元気で　敬老会（2015.9.21 文化館）

委
員
長　

三
浦　

茂
貴

　

９
月
８
日
開
会
。

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
平

成
26
年
度
の
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
の
３
つ
の
特
別
会
計

決
算
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

海
南
病
院
決
算
は
、
病
院

の
改
革
に
あ
た
り
現
在
コ
ン

サ
ル
を
入
れ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

中
で
、
１
月
20
日
を
期
限
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

専
決
予
算
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
台
風
11
号
関
連
の

予
算
。
条
例
提
案
は
、
海
陽

町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
で
あ
っ

た
。

　

次
に
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
協
議
を
行
っ
た
。

　

民
生
費
４
８
１
万
円
の
主

な
も
の
は
、
鞆
浦
福
祉
会

館
、
隣
保
館
、
松
原
集
会
所

の
修
繕
料
１
１
０
万
円
。
宍

喰
保
育
所
雨
漏
り
調
査
委
託

料
50
万
円
。
海
部
西
保
育
所

エ
ア
コ
ン
取
替
工
事
費
72
万

円
。
婚
活
支
援
事
業
補
助
金

40
万
円
な
ど
。

　

衛
生
費
１
３
２
万
円
の
主

な
も
の
は
、
貸
し
出
し
用
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
費
27
万
円
。
ご

み
カ
ゴ
購
入
費
32
万
円
な

ど
。

　

教
育
費
３
０
４
８
万
円
の

主
な
も
の
は
、
宍
喰
中
学
校

の
職
員
室
屋
上
防
水
、
体
育

館
雨
漏
り
、
二
階
女
子
ト
イ

レ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
の
修

繕
費
１
７
４
万
円
。
宍
喰
町

民
セ
ン
タ
ー
調
理
室
、
大
会

議
室
の
改
修
設
計
と
工
事
費

７
３
７
万
円
。
分
館
修
繕
費

補
助
金
１
２
０
万
円
。
大
里

古
墳
石
室
の
保
護
改
修
費

88
万
円
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
の
説
明
を
受
け

た
。

　

議
案
審
議
は
以
上
で
、
そ

の
他
と
し
て
福
祉
課
か
ら
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
販
売
実
績
、

生
活
再
建
特
別
給
付
金
の
給

付
実
績
、
並
び
に
宍
喰
診
療

所
の
調
剤
に
つ
い
て
の
報
告

を
受
け
た
。
宍
喰
診
療
所
か

ら
、
昨
今
の
調
剤
業
務
の
複

雑
化
か
ら
院
外
処
方
に
し
た

い
と
の
意
向
が
あ
り
、
検
討

中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、教
育
委
員
会
よ
り
、

11
月
８
日
に
文
化
村
祭
り
を

開
催
す
る
と
の
報
告
と
、
今

後
文
化
館
か
ら
、
学
校
並
び

に
地
域
に
海
陽
町
の
良
さ
を

発
信
し
て
い
く
と
の
方
向
性

が
出
さ
れ
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

る
整
備
復
旧
事
業
費
。
宍
喰

漁
業
組
合
へ
の
製
氷
機
改
修

や
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
補

助
金
等
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
ホ
テ
ル
及
び
道

の
駅
の
幹
部
候
補
１
名
採
用

の
予
定
や
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
型
テ
レ
ワ
ー
ク
実
証

事
業
費
。
神
野
橋
架
け
替
え

に
伴
う
も
の
。
ま
ぜ
の
お

か
管
理
棟
倉
庫
交
流
建
設

費
。
公
債
費
の
繰
上
償
還
金

１
億
１
４
１
万
円
。
千
年
の

い
の
ち
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

基
金
の
積
立
金
２
億
円
等
の

計
上
で
あ
っ
た
。
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行

政

報

告

　

防
災
功
労
者
の
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
に
、
五
軒
家
憲
次

前
町
長
と
海
陽
町
消
防
団
が

選
ば
れ
た
。
地
域
の
津
波
防

災
活
力
の
向
上
と
、
町
長
在

任
中
の
海
岸
対
策
緊
急
事
業

な
ど
、
防
災
体
制
の
整
備
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。
大
変
お
め
で
た
い
こ

と
で
あ
り
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
消
防
団
は
昨
年
の

豪
雨
被
害
時
の
住
民
避
難
誘

導
や
救
助
活
動
の
貢
献
が
評

価
さ
れ
て
の
こ
と
で
、
今
回

　

阿
南
安
芸
自
動
車
道
・
海

部
道
路
に
つ
い
て
は
、
国
は

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
、

県
で
は
都
市
計
画
決
定
に
向

け
て
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
町
に
お
い
て
も
、
今
ま

で
以
上
に
事
業
着
手
に
向
け

て
強
力
に
運
動
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

県
内
の
地
籍
調
査
進
捗
率

で
海
陽
町
が
最
下
位
と
い
う

報
道
が
あ
っ
た
。
確
か
に
面

積
に
対
す
る
進
捗
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
と
今

年
度
に
お
け
る
実
施
面
積
は

過
去
10
年
間
平
均
の
３
倍
、

筆
数
と
事
業
費
は
４
倍
と

な
っ
て
い
る
。

　

海
部
道
路
の
早

期
事
業
着
手
と
平

行
し
て
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
防

災
公
園
の
計
画
と

事
業
実
施
に
向
け

て
、
財
源
確
保
の

一
環
と
し
て
財
政

調
整
基
金
か
ら
、

千
年
の
い
の
ち
を

守
る
ま
ち
づ
く
り

基
金
へ
２
億
円
を
振
り
替

え
、
積
立
し
て
い

る
。

　

県
道
芥
附
海
部

線
は
、
地
図
混
乱

地
の
公
図
訂
正
の

た
め
今
年
度
の
工

事
着
手
は
無
理
だ

が
、
宍
喰
側
か
ら

の
工
事
着
手
も
含

め
、
で
き
る
だ
け

早
い
工
事
再
開
に

向
け
て
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

恵の園保育所（2015.9.15 南部防災館）

国土交通省徳山事務次官に「阿南安芸自動車道早期完成」
要望活動（2015.8.17 国土交通省）

消防団出初め式（2015.1.4）

敬老会（2015.9.21 文化館）

町
長
　
前
田
　
惠

地
籍
調
査
の
さ
ら
な
る
推
進
を

の
受
賞
を
励
み
と
し
、
よ
り

一
層
消
防
団
活
動
に
精
励
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
の
宍

喰
保
育
所
で
の
保
育
開
始
に

向
け
て
、
今
後
も
宍
喰
保
育

所
、
恵
の
園
保
育
所
の
保
護

者
、
職
員
及
び
関
係
者
と
再

編
合
意
に
向
け
、
さ
ら
に
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　

第
８
回
海
部
川
風
流
マ
ラ

ソ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
２
月
21
日
開
催
が
決
定
し

て
い
る
が
、
招
待
選
手
は
大

塚
製
薬
の
選
手
以
外
の
決
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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決

算

認

定 　

当
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
83
億 

３
５
４
８
万
円
で
前
年
度
と
比
べ
て

４
億
４
９
０
３
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お

り
、科
目
別
に
見
る
と
増
加
し
た
の
は
「
町

債
」・「
県
支
出
金
」・「
諸
収
入
」
等
、
減

少
し
た
の
は
、「
繰
入
金
」・「
分
担
金
及
び

負
担
金
」・「
地
方
交
付
税
」
等
で
あ
る
。

　　

平
成
26
年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成
27
年
か
ら

５
年
間
の
基
本
的
な
目
標
や
方
向
性
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
総
合
戦
略
の
策
定
が

必
要
に
な
る
。
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と

と
も
に
、
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
の
確
保

や
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
な
ど
、
地
方
創
生
に
は
長
期

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
財
源
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
合
併
市

町
村
に
係
る
地
方
交
付
税
算
定
方
法

の
特
例
に
よ
る
増
加
（
平
成
26
年
度

７
億
８
８
０
０
万
円
）
が
、
平
成
28
年
度

よ
り
５
年
間
で
徐
々
に
減
少
し
、
平
成
33

年
度
算
定
か
ら
新
町
一
本
算
定
と
な
る
。

ま
た
、
合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
期
限
は

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
平
成

32
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
義
務
的
経

費
削
減
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
、
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
た
財
政
基
盤
強
化
が
必
要
で

あ
る
。

決算認定平成26年度

平成 26 年度一般会計、特別会計などの歳入歳出決算認定の議案が提出され、私たちが納めた税金や、国・
県からの補助金がどのように使われたかを慎重に審査した結果、すべて原案のとおり認定しました。

さらに効率的な
財政運営へ

平成26年度一般会計　歳入・歳出決算の内訳

歳 入
83億3,548

万円

歳 出
79億7,239

万円

義務的経費
25億5,430万円

投資的経費
11億8,316万円

その他経費
42億3,493万円

人件費
9億1,678万円

扶助費
5億1,467万円

公債費
11億2,285万円

普通建設事業費
8億6,032万円

物件費
12億3,575万円

補助費
15億3,788万円

積立金
5億915万円

繰出金
9億1,741万円

義務的経費
25億5,430万円

投資的経費
11億8,316万円

その他経費
42億3,493万円

人件費
9億1,678万円

扶助費
5億1,467万円

公債費
11億2,285万円

普通建設事業費
8億6,032万円

災害復旧事業費
3億2,284万円

物件費
12億3,575万円

補助費
15億3,788万円

積立金
5億915万円

繰出金
9億1,741万円

諸収入
1億7,457万円

繰越金
2億2,758万円

使用料及び手数料
財産収入
繰入金
寄付金
2億1,945万円

地方消費税交付金
1億607万円

自主財源
14億1,872万円

依存財源
69億1,676万円

町税
7億2,019万円

地方交付税
47億3,362万円

国・県支出金
11億9,532万円

町債
7億9,500万円

自主財源
14億1,872万円

依存財源
69億1,676万円

町税
7億2,019万円

地方交付税
47億3,362万円

国・県支出金
11億9,532万円

町債
7億9,500万円

分担金及び負担金
7,693万円

地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金・自動車取得税交付金
地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

8,675万円　

維持補修費
3,474万円
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決

算

認

定

実質公債費比率は3.4％に
経
常
収
支
比
率
は
県
内
で
は

２
番
目
に
良
い
74
・
8
％

主な財政指標 （単位：万円）

項　　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

地方債現在高
（借金残高） 75億5,859 71億4,421 66億2,147 63億6,680

積立金残高
（貯金残高） 40億4,120 55億4,130 65億5,812 71億5,721

経常収支比率
（町のエンゲル係数） 73.4% 72.4% 72.0% 74.8%

財政力指数 0.18% 0.18% 0.18% 0.18%

実質公債費比率
（借金返済費の割合） 9.1% 6.2% 4.8% 3.4%

※エンゲル係数…家計の消費支出に占める飲食費のパーセント。
　　　　　　　　エンゲル係数の値が高いほど生活水準は低いとされる。

一般会計・特別会計 （単位：万円）

会　計　別 歳　入 歳　出 差　引
一 般 会 計 83億3,548 79億7,239 3億6,309
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 15億8,761 15億7,714 1,047
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億7,150 1億6,864 286
介 護 保 険 特 別 会 計 14億8,011 14億5,289 2,722
浅川公共下水道事業特別会計 5,929 5,812 117
海部公共下水道事業特別会計 1億3,933 1億3,190 743
宍喰公共下水道事業特別会計 1億5,003 1億4,112 891
神野農業集落排水事業特別会計 1,004 979 25
川西農業集落排水事業特別会計 2,382 2,343 39
日比原農業集落排水事業特別会計 933 856 77
漁業集落排水事業特別会計 1,588 1,390 198
川西簡易水道事業特別会計 2,807 878 1,929
海部簡易水道事業特別会計 9,108 8,909 199
中里簡易水道事業特別会計 489 206 283
川上簡易水道事業特別会計 1,805 424 1,381
鉄道経営安定基金特別会計 6,648 6,648 0
宍 喰 診 療 所 事 業 会 計 1億6,354 1億2,871 3,483

歳
入
83
億
３
５
４
８
万
円

歳
出
79
億
７
２
３
９
万
円

差
引
残
額
３
億
６
３
０
９
万
円
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上
水
道
事
業
会
計
・
海
南
病
院
事
業
会
計

平成26年度上水道事業会計

事業収入	 １億	３，０２７万円	（＋      16万円 対前年度）
事業費用	 １億	１，６６６万円	（＋1,373万円 対前年度）
26年度純利益	 	１, ３６０万円

事
業
は
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
営
業
収
益
は
昨
年

度
に
比
べ
５
５
４
万
円
の
減
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
、

給
水
人
口
の
減
少
や
節
水
対
策
に
よ
る
年
間
給
水
量
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
営
業
費
用
は
、
１
３
４
８
万
円

の
増
で
あ
る
。
こ
の
主
な
原
因
は
、
地
方
公
営
企
業
会
計
基

準
の
見
直
し
に
よ
る
減
価
償
却
費
の
増
加
及
び
、
水
源
地
施

設
等
修
繕
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

財
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
自
己
資
本
構
成
比
率
は
64
・

08
％
で
あ
る
。
ま
た
、
有
収
率
は
84
・
90
％
で
あ
り
、
同
規

模
の
水
道
施
設
の
全
国
平
均
78
・
18
％
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

よ
り
一
層
の
改
善
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

防
災
面
か
ら
見
る
と
、
最
新
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

よ
る
津
波
浸
水
予
測
図
を
基
に
、
災
害
時
に
も
安
定
的
な
給

水
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
防
災
担
当

課
と
連
携
し
防
災

計
画
に
基
づ
き
、

災
害
用
浄
水
装
置

の
導
入
等
、
給
水

の
確
保
に
よ
り
一

層
の
地
震
・
津
波

対
策
を
計
画
的
に

講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
３
億
円
あ
る
が
、

５
８
４
４
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
要
因
と

し
て
は
、
入
院
患
者
数
・
外
来
患
者
数
の
減
少
で
あ
る
。
特
に
、

医
業
収
入
に
占
め
る
職
員
給
与
比
率
は
平
成
19
年
度
の
71
・
５
％

か
ら
徐
々
に
上
昇
し
昨
年
度
１
２
６
・
６
％
と
な
り
、
今
年
度
は

１
３
２
・
２
％
と
よ
り
一
層
の
危
機
的
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

　

救
急
車
に
よ
る
患
者
受
入
実
績
は
、
今
年
度
38
件
で
あ
り
、

平
成
20
年
度
の
１
３
２
件
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
時
間

外
で
の
患
者
診
察
数
は
平
成
25
年
度
７
０
９
人
か
ら
平
成
26

年
度
９
７
１
人
と
２
６
２
人
増
え
て
お
り
、
努
力
の
兆
し
も
見

え
て
い
る
。
県
立
海
部
病
院
の
新
築
移
転
も
視
野
に
入
れ
、
海

部
病
院
の
新
築
移
転
も
視
野
に
は
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
問

題
を
見
据
え
、
民
間
病
院
の
経
営

感
覚
を
取
り
入
れ
、
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
べ
き
で

あ
り
、
地
域
の
包
括
医
療
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す

よ
う
外
来
入
院
患
者
の
安
定
確
保
、

経
費
削
減
等
幅
広
い
取
り
組
み
な

ど
、
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
度
に
民
間
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
経
営
分
析
や
経
営
改

善
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
よ
り
良

い
方
向
性
を
期
待
し
た
い
。

事
業
は
順
調
に
推
移

　
災
害
対
策
を
計
画
的
に

平成26年度海南病院事業会計 海
部
病
院
の
新
築
移
転
を
視
野
に

根
本
的
な
見
直
し
を

事業収入	 ４億	９, ７７６万円	（－1,042万円 対前年度）
事業費用	 ５億	５, ６２１万円	（+      20万円 対前年度）
26年度純損失	 	５, ８４４万円

水道工事水道工事

海南病院



　当クラブでは親子大会、初心者大会を企画中
です。告知などのサポートをお願いできたらと
思います。

　毎回読んでいます。

なみん
広
場

な

み
ん
な

み

の 広場の

ん 広場の広場の

なみ

編
集
後
記
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紅
葉
の
季
節
と
共
に
、
今
年
も
あ
と
二
か
月

と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
は
、『
地
方
創
生
』
と
い
う
言
葉

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
方
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
も
、

大
き
な
夢
や
希
望
を
抱
い
て
、
地
域
を
創
造
し

て
も
ら
い
、
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
未
来
志
向

型
社
会
を
築
く
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
海
陽
町
に
お
い
て
は
、
今
年
は
、
市

町
村
合
併
10
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

り
ま
す
。
議
会
広
報
編
集
委
員
会
も
、
今
ま
で

の
歴
史
を
基
に
、
不
易
流
行
を
み
き
わ
め
、
未

来
に
向
か
っ
て
『
読
み
や
す
く
』、
ま
た
『
分
か

り
や
す
く
』
を
合
い
言
葉
に
、
身
近
な
町
議
会

の
様
子
を
町
民
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
、
日
々
、
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
能
田
）

議会広報編集特別委員会議会事務局
TEL 73ｰ4164（直通）

海陽町に対する要望はありますか？

宍喰バドミントンクラブ

議会だよりを読んでいますか？

いっしょにやりませんか！

仲良く　楽しく

　毎週 ダブルスのゲームを中心
に練習しています。
　メンバー  10歳～75歳まで！ 
場所：海陽中学校㈪
　　　宍喰改善センター㈬㈭㈯
時間：午後8時～10時 
メンバー募集中！初心者歓迎！ 
問い合わせ先
☎ 0884-73-0048 吉原

　体育施設が充実しています。（体育館 備品等） 
たいへん助かっています。

海陽町のいいところは？

活動内容を教えてください。


